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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月12日(2018.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　本明細書に例示的に記載する本発明は、本明細書に具体的に開示しない何らかの要素が
なくても好適に実行することができる。したがって、たとえば、本明細書ではいずれの場
合も、「備える、含む（comprising）」、「から本質的になる（consisting essentially
 of）」及び「からなる（consisting of）」という用語のいずれかを、他の２つの用語の
いずれかに置き換えることができる。用いた用語及び表現は、限定ではなく説明の用語と
して使用したものであり、そのような用語及び表現を使用する際、図示及び記載する特徴
又はその一部分の何らかの均等物を除外する意図はなく、クレームされる本発明の範囲内
で様々な修正形態が可能であることが理解される。したがって、好ましい実施形態及び任
意選択の特徴によって、本発明について具体的に開示したが、本明細書に開示する概念の
修正形態及び変形形態を、当業者であれば用いることができ、そのような修正形態及び変
形形態は、添付の特許請求の範囲によって定義される本発明の範囲内であると見なされる
ことを理解されたい。本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［１１］に記載する
。
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［１］
　カルボキシ基含有セルロースエステル又はカルボキシ基含有セルロースエーテルと、消
毒剤と、アルコールと、水と、を含む、消毒組成物。
［２］
　前記組成物が、ヒドロキシアルキルアルキルセルロースのジカルボン酸モノエステルで
あるカルボキシ基含有セルロースエステルを含む、項目１に記載の消毒組成物。
［３］
　前記組成物が、ヒドロキシプロピルメチルセルロースフタレート及びヒドロキシプロピ
ルセルロースアセテートスクシナートからなる群から選択されたカルボキシ基含有セルロ
ースエステルを含む、項目２に記載の消毒組成物。
［４］
　前記カルボキシ基含有セルロースエステルがヒドロキシプロピルメチルセルロースフタ
レートである、項目３に記載の消毒組成物。
［５］
　前記組成物が、ヒドロキシアルキルアルキルセルロースであるカルボキシ基含有エーテ
ルを含む、項目１に記載の消毒組成物。
［６］
　カルボキシ基含有エーテルがカルボキシメチルセルロースである、項目５に記載の消毒
組成物。
［７］
　ジカルボン酸エステルを更に含む、項目１～３のいずれか一項に記載の消毒組成物。
［８］
　前記消毒剤が、ヨウ素、三ヨウ化物塩及びヨードフォアからなる群から選択されたもの
である、項目１に記載の消毒組成物。
［９］
　前記消毒剤がヨードフォアである、項目８に記載の消毒組成物。
［１０］
　前記消毒剤がポビドンヨードである、項目９に記載の消毒組成物。
［１１］
　前記エステル又はエーテルが芳香環を更に含む、項目１に記載の消毒組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カルボキシ基含有セルロースエステル又はカルボキシ基含有セルロースエーテルと、消
毒剤と、アルコールと、水と、を含む、消毒組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、ヒドロキシアルキルアルキルセルロースのジカルボン酸モノエステルで
あるカルボキシ基含有セルロースエステルを含む、請求項１に記載の消毒組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、ヒドロキシプロピルメチルセルロースフタレート及びヒドロキシプロピ
ルセルロースアセテートスクシナートからなる群から選択されたカルボキシ基含有セルロ
ースエステルを含む、請求項２に記載の消毒組成物。
【請求項４】
　前記カルボキシ基含有セルロースエステルがヒドロキシプロピルメチルセルロースフタ
レートである、請求項３に記載の消毒組成物。
【請求項５】
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　前記組成物が、ヒドロキシアルキルアルキルセルロースであるカルボキシ基含有エーテ
ルを含む、請求項１に記載の消毒組成物。
【請求項６】
　前記カルボキシ基含有エーテルがカルボキシメチルセルロースである、請求項５に記載
の消毒組成物。
【請求項７】
　ジカルボン酸エステルを更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の消毒組成物。
【請求項８】
　前記消毒剤が、ヨウ素、三ヨウ化物塩及びヨードフォアからなる群から選択されたもの
である、請求項１に記載の消毒組成物。
【請求項９】
　前記消毒剤がヨードフォアである、請求項８に記載の消毒組成物。
【請求項１０】
　前記消毒剤がポビドンヨードである、請求項９に記載の消毒組成物。
【請求項１１】
　前記エステル又はエーテルが芳香環を更に含む、請求項１に記載の消毒組成物。
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